
XIAO　ESP32　C3 S3に関して

　前回の動画を出した時点で、XIAO ESP32C3

にて、手動のモード切り替えでしたが、プログラ

ムの再書き込みに成功しました。 やり方は、

①　ブレッドボード上で　GPIO 9ピンを　グラン

ドに ジャンパー線接続した状況で、USBケーブ

ルを　ＰＣに接続して　ESP32の電源投入を行

います。

②　Arduino IDE側で　書き込みボタンをクリッ

クします。　コンパイルが始まったら、GPIO 9ピ

ンを グランドから引き抜きます。

③　Arduino IDE側で　コンパイル、プログラム

書き込みが　終了したら、現時点で自動で、再

起動しないので、ESP32側で、リセットボタンを

押します。　これにて、書き込んだアプリが実行

されます。

　よって、プログラム書込み出来るけど　モード

切替が手動という事です。

　残念ながら、この時点で、XIAO ESP32S3

に おいては、GPIO 9ピンを　グランドに 接続し

た状況で、ESP32の電源投入を行っても、書き

込みは出来ませんでした。

　その後、i さんの　コメントで プログラムの書

き込み不良は、esptool.py のバージョンが、原

因かもしれません。　動画では 4.5.1に見えま

すが、4.7が 出ているようです。との事で、

　esptool で　検索したところ　マイクロファン

ラボ というサイトが 見つかりました。

　最初、esptool.py や　esptoolの　概念的な事

が、よく分からず、作業を始めました。　



　　今回、esptool.py や　esptool.exe とか、初め

て聞く似たような言葉が出てきました。

私もまだ うろ覚えですが、マイクロファン ラボ　

のサイトの先頭に　ESPTOOLによる ESP32の

MICRO PYTHONファームウェアの書き込み と

書いてあります。　これこそが、今回の作業の

事を明確に表していると思います。

　ESPTOOL（ Windows環境では　esptool.exe ）

とは、ESP32に　ファームウェアを書き込むメン

テナンスツールです。 それ以外にも多々機能

を　持っているようですが、今回は　ESP32に　

ファームウェアを書き込む用途でのみ 使用し

ます。 esptool は　Espressif Systems社で 作

られたツールで、Win64用　Linux用　MAC用と

かあるようです。

　今回は、Windows用の esptool.exe を使用し

ます。

　あと、ESP32に書き込むファームウェアは、

micropythonのファームウェアとなっています。

　micropythonは　マイコン用の スクリプト言語

pythonの ファームウェアに　なります。

　pythonは　ラズパイも含む Linux環境で、最

近よく使用されるようになったスクリプト言語で

す。　スクリプト言語とは　ソースのまま実行さ

れるプログラムの形態です。　この pythonの

ファームウェアの機能の一部に、PCから USB

シリアル経由で　プログラムをロードする機能

を 持っています。　pythonの スクリプトファイル

以外に、C　C++のネィティブコードも　ロード出

来ます。　で、この　micropythonのファーム

ウェアは、ESP32の種類により、現在

３つに分かれているようです。　旧 ESP32と

ESP32 C3 と　ESP32 S3 の　３種類の　ファー

ムウェアが　あります。



　ターゲットの　ESP32に合わせ、３種類の　

ファームウェアの１本を選択して下さい。

　３種類ありますが、このファームウェアを最新

の物に書き換えるのは、アプリというか　プログ

ラム書き込み時に、失敗する場合の対応策と

いう事で、ESP32内の ファームウェアを 新しく

するという事です。 元々　ESP32モジュール製

造時に　ファームウェアが書き込んであるので

しょうが、その後、書き込まれているファーム

ウェアが  更新されている場合　IDEとの相性と

かで　書き込みが不安定になる。　という事で

しょう。　私の環境では　旧ESP32は、書き込み

のトラブルは、無いです。　よって　esptool.exe

を使用するのは、ESP32 C3、ESP32 S3 の　２

機種です。　それと、esptool.exe を使う時は

２段階の処理が必要です。  ①　フラッシュの

消去、　②　フラッシュに ファームウェアの書き

込みです。
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esptool で　検索
して先頭に出て
来た マイクロ
ファンラボ という
サイトの画面表
示です。

　ここのサイトを
べースにして、
関連する 他の
サイトにアクセス
しました。

ツールの説明等
も　しっかり書い
てあります。

最初、難しく思えるかも
しれませんが、根気よく
読んで 行って下さい。



　マイクロファンラボ のサイトを、下に降りて行くと、以下の様
な画面が、出てきます。　esptool.exe の ダウンロードサイトの　
URLが　記載してあります。　以下の赤枠内の　URLをクリック

する事で、ダウンロード サイトに移動できます。

実際にダウンロードするファイルは、zip ファイルです。
中に esptool.exeを含め複数のツールが入ってます。



ツールのダウンロードサイトのページ先頭です。
現在　ツールのバージョンは　Version 4.7 です。

下に下がっていくと ダウンロードファイルの
一覧が　出てきます。



ダウンロードファイルの　一覧です。
Windows64bit環境であれば、
赤枠内を　クリックして下さい。
ダウンロードが　始まります。



　以下のような zipファイルが、ダウンロードされます。

　解凍作業用のフォルダを作成し、その中に zipファイ
ルをコピーして、解凍を行います。　すると
esptool-win64というフォルダが　作成され、この中に
esptool.exe のファイルも　あります。

　esptool.exeは　私は　Windowsの コマンド
プロンプト内で　動かしました。

　動かす前に、もう一つ用意する物が
あります。　ESP32に 書き込む
micropython ファームウェアです。
必要なファームウェアは　ESP32、ESP32C3
、ESP32S3 の どれか確認しておきます。

　また、マイクロファン ラボのサイトに　戻り
ます。　先ほどよりもう少し下に、ESPTOOL
を　使用したファームウェアの書き込み　の
見出しがあります。

　その下に　上記３つのファームウェアダウ
ンロードのサイトの URLを 記載されていま
す。

　



S3用　ファームウェア

C3用　ファームウェア

上記　URLをクリックする事により、ファームウェアの
ダウンロードサイトに　移動します。



ESP32-S3 ファームウェア
ダウンロードのサイト

　ESP32-S3 ファームウェア　ダウンロードのサイトの
画像です。　サイト先頭に右上の画像が出ています。
　少し下に移動すると　Firmwareのリストが　表示され
ています。　一番上の　v1.23.0 が　一番新しいファー
ムウェアです。　（ 2024-06-12時点 ）　クリックすると
ダウンロード出来ます。



ESP32-C3 ファームウェア
ダウンロードのサイト

　ESP32-C3 ファームウェア　ダウンロードのサイトの
画像です。　サイト先頭に右上の画像が出ています。
　少し下に移動すると　Firmwareのリストが　表示され
ています。　一番上の　v1.23.0 が　一番新しいファー
ムウェアです。　（ 2024-06-12時点 ）　クリックすると
ダウンロード出来ます。



最終の準備

　分かりやすいように　ダウンロードした
micropythonファームウェアは、esptool.exeと
近い位置のフォルダ　または、下の例では　同じフォルダに
置いておく方が いいと思います。

2024-06-12時点で、ファームウェアの ファイル名は
ESP32-C3は、ESP32_GENERIC_C3-20240602-v1.23.0.bin
ESP32-S3は、ESP32_GENERIC_S3-20240602-v1.23.0.uf2
です。

>esptool erase_flash
>esptool write_flash -z 0 ESP32_GENERIC_C3-20240602-v1.23.0.bin

ESP32-C3のファーム書き込みを　実行

>esptool erase_flash
>esptool write_flash -z 0 ESP32_GENERIC_S3-20240602-v1.23.0.uf2

ESP32-S3のファーム書き込みを　実行

　実行するところは、動画で お見せします。



これは、ESP32-C3-WROOM-02のデータシート内の 周辺回
路図です。　左下の 赤の楕円で囲った IO8に接続される　R8
10kΩが、先ほどの XIAO　ESP32 C3に接続していた 10kΩの
抵抗です。　これが、無いとプログラムのダウンロードが　うま
く　行かないようです。



これは、ESP32-S3-WROOMのデータシート内の 周辺回路図
です。　この周辺回路図では、IO8ピンには、何も接続されて
いません。　C3の時のようなプルアップ抵抗は　必要ないと
思われます。



今回の結論

XIAO ESP32 C3

XIAO ESP32 S3

ESP32-C3-
WROOM-02
＋自作基板

ファームウェア
変更前

ファームウェア
変更後

プログラム書き込み
は 出来るが、

モード設定を 手動で
しなければならない。

プログラム書き込み
が、全く出来ない。

変更前と
状況変わらず

Arduino IDEによ
る自動モード変

更で、プログラム
書き込みが出来

た。

ファームウェア
変更作業

ファームウェア
変更作業
出来た。

プログラム書き込み
が、全く出来ない。

ファームウェア
変更作業
出来た。

ファームウェア
変更作業
出来た。

プログラム
書き込みが、
全く出来ない。

追加作業

GPIO8　PullUpで
Arduino IDEによる
自動モード変更で、
プログラム書き込

みが出来た。

分解する予定


